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分野 5 第 5 章 ふるさとに愛着と誇りを持ち、魅力ある人と文化を育むまち 施策統括課

木島　　愼治

関係課 歴史・世界遺産課　観光振興課　文化振興課

文化振興課

市内で開催された歴史関連のイベントや活動に参加または自

ら取り組んだ市民の割合

単位

％

２．施策の意図と成果指標

対象（誰、何を対象としているのか）＊人や自然資源等 市民

意図
（この施策によって対象をどう変えるのか） 自ら文化芸術活動や歴史遺産の保存・継承活動に取り組んでもらう。

成果指標 Ａ
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24.6
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実績
R03

計画

実績
R04

計画

実績
R05

１．施策の目標

めざす姿

（成果目標）

市民が子どもの頃から文化芸術や地域の歴史遺産に親しむ環境が整っており、市民自ら文化芸術活動や歴史遺産の保存・

継承活動に取り組んでいる。

市内で開催された文化芸術関連のイベントや活動に参加また

は自ら取り組んだ市民の割合
％

H30 基準 R01
計画

実績
R02

計画

実績
R03

計画

実績
R04

計画

実績
R05

計画

実績
R06 目標

取組方針

市内に残る歴史遺産や伝統芸能を保存・継承するだけではなく、積極的に活用することで、本市の歴史や文化に関心を持つ

人を増やす取組を行っていきます。また、誰もが身近で気軽に文化芸術に触れる機会を提供するとともに、活動できる環境の整

備に努めます。

３．市民意向調査結果

あまり重要ではない
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